
   

感染症発生動向調査 衛生公害研究所ホームページに掲載

  平成20年第6週

（2月4日～2月10日）

◆　 今週のコメント

･

･

･

◆　 今週のトピックス：<後天性免疫不全症候群>

･

◆　発生状況

・ 二類：結核 ４例（喀痰塗抹陽性 なし）　【１月以降の累積報告数 ４２例（喀痰塗抹陽性 １２例 ）】

・ 三類：腸チフス １例

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点   報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ５７０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 ２７７　

（降順5位まで）   ②　手足口病 ３２　

  ③　水痘 ３１　

  ④　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２８　

  ⑤　突発性発しん １８　

眼科   流行性角結膜炎 １　

（検体名は，紙面の都合上，咽頭ぬぐい液をNP,糞便をFC，髄液をSF，尿をURと略す。）

検出病原体（報告数） 臨床診断名（採取週） 検体名 検体名

インフルエンザウイルス
AH１（１）

NP FC

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：<後天性免疫不全症候群>

（ 注 ） 京都市のデータは，平成20年2月15日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。
病原体情報は，病原体定点等から京都市衛生公害研究所へ搬入された検体から検出された病原体です。

手足口病の定点当たり報告数は０.７８（３２例）で，先週の０.６３より多く，過去５年平均値（０.１２）を大きく
上回る値となっています。過去５年間の推移をみると，初夏を中心に流行のピークが見られますが，本年
は，第２週以降多い状態が続いています。年齢階級別にみると，１歳（１５例）が最も多く，次いで２歳（９
例）となっており，１歳と２歳で７５.０％を占めています。

平成１９年１０月から１２月末までの３ヶ月間で，エイズ患者 ３例，HIV感染者 ８例の計１１例の報告があ
り，平成１９年の年報告数は，エイズ患者 ７例，HIV感染者 １５例の計２２例となっています。詳細はトピッ
クスに掲載しています。

感染症名

腸チフスの報告が１例で，本年初めての報告です。平成１１年４月に全数報告の対象となってからの年報
告数は，平成１１年 なし，平成１２年 ２例，平成１３年，１４年 なし，平成１５年 ５例，平成１６年 ３例，平成
１７年 １例，平成１８年，平成１９年 なし，となっています。

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfu
kushi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html
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京都市感染症週報

６．７６

０．７６

８．３８

レジオネラ症の報告が１例で，第４週以降報告が続いており，本年の累積報告数は６例です。昨年の報
告数も，本市，全国ともに顕著に多くなっています。

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生公害研究所 ）

ノロウイルスＧＩＩ（１）

定点当たり報告数 

感染性胃腸炎（第５週）

検出病原体（報告数）

０．７８

０．１０

臨床診断名（採取週）

かぜ症候群（第５週）

　全数報告の感染症

　定点報告の主な感染症

　病原体情報
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第６週）と先週（第５週）の定点当たり報告数の比較

２　インフルエンザの定点当たり報告数の推移

３　主な感染症（小児科）の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　　　　　 ２ 手足口病

　　　　　　　　 ３ 水痘 　　　　　 ４ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。

＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎

第４週   　５７７

第５週     ６５８

週 報告数（例）

累積報告数
（第４０週以降）

  ２８４２

第２週     ２４２

第３週     ３１２

第６週     ５７０
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　平成１９年１０月から１２月末までの３ヶ月間で，エイズ患者 ３例，HIV感染者 ８例の計１１例の報告があり，平成１９

年の年報告数は，エイズ患者 ７例，HIV感染者 １５例の計２２例となっています。

　これにより，平成１９年の年報告数は，平成１１年以降でみると，平成１８年の２５例に次いで多い数となっています。

　平成１９年の年報告数(２２例，男１９例，女３例)をエイズ患者，HIV感染者別にみると，以下のとおりです。

　年齢階級別では，エイズ患者は４０歳代が最も多く，HIV感染者では３０歳代が最も多くなっています。

　推定感染地域別では，エイズ患者は全て国内で，近隣（京都府６例，大阪府１例）での感染となっています。HIV

感染者も１５例中１２例が国内（全て京都府）での感染ですが，国外での感染も３例あります。

　推定感染経路別では，エイズ患者では，異性間の性行為による感染が最も多く，HIV感染者では，同性間で最も

多くなっています。また，職務上での暴露による感染の報告がありますので，特に医療に従事される方は，医療事故

による感染を防止するため，針刺し事故防止マニュアル等の整備を確認し，万一の事故に対処出来るよう，日頃か

ら感染防止対策を徹底しておいてください。

　なお，本市では，市内各保健所で平日検査を行うとともに，夜間，休日においても検査を行っています。詳細に

ついては，地域医療課のホームページをご覧ください。

    年次別報告数の推移 性別年齢階級別報告数（平成19年）

エイズ患者 HIV感染者 合計
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平成１９年の年報告数　 推定感染経路別年次別報告数
（型別，推定感染地域別，推定感染経路別） （平成11年～平成19年）
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今週（第６週）のトピックス：＜後天性免疫不全症候群＞
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